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研究成果の概要：本研究では電波吸収体用磁性木材の構成材料・構造，構成方法などの要素パ

ラメータによる磁気誘電特性および電波吸収特性調整法についての基礎的研究成果が得られた。 

さらに、粉体型磁性木材の木質系面材ボードとしての曲げ強度、たわみ量についても明らか

にした。以上、木質・電磁波吸収 双方の機能性を考慮した木質系室内用電磁波吸収建材ボード

としての基盤技術について明らかにした。  
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１．研究開始当初の背景 
 

近年 携帯電話・無線ＬＡＮ等の普及によ

る室内でのＧＨｚ帯電磁環境悪化に伴い、室

内で違和感なく用いることのできる電波吸

収ボードに世界の関心が集まっている。 

しかし、一般建材用電波吸収材としては、

セラミックスやセメントボードなどが開発

されてはいるが高比重、加工施工性、価格、

室内空間での電波吸収特性の調整が難しい、

居住空間には調和しないなど、室内用として

は様々な問題を有している。 

一方、岡研究グループで考案・開発された

磁性木材は、木材と磁性流体又は磁性粉体を

組み合わせることによって、木材には本来な
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い磁気特性が積極的に付与することができ

る。この磁性木材は、木材特有の素材感、加

工容易性、低比重、調湿作用などの特徴と同

時に、磁性体の有する磁気的機能性を併せ持

った高機能木材として木質建材および家具

材など居住空間での幅広い応用が考えられ

る。 

磁性木材を用いた電波吸収体は、居住空間

との調和性をもつことから、室内用電波吸収

体として注目されている。電磁波抑制機能と

木質機能を併せ持った木質系パネルの開発

は、パソコン使用者にとって健康上問題であ

った有害な電磁波から体を守る機能の他、情

報セキュリティー、不要電磁波防護混信対策

など室内電波吸収体として、今後、一層の必

要性が高まることが予想される。しかし、ま

だ内部構造など、未解明の部分も多い。  

 
 
２．研究の目的 
 

本研究では 磁気エレクトロニクス・木材

工学 両者の技術を効果的に融合化させ、 

磁性化した磁性木材の木質・電波吸収調和機

能を有する木質系磁性電波吸収ボードとし

ての各構成材料・内部構造および電波吸収・

木質 双方の基本特性と調整手法を明らか

にする。 

 
 
３．研究の方法 
 

（１）電波吸収体用磁性木材の構成材料・構成

方法・構造と磁気・電波吸収調整法 

  （樹種・部位、磁性材・粒子形状・粒度、

接着剤） 

① 磁性木材の作製法および電波吸収調 

整法 

② 各磁性木材の下記の構造・構成パラメ

ータと電磁材料特性 

③ 各作製手法による磁性木材の磁性・ 

木質構造の分析 

④ 磁性木材の複素透磁率・複素誘電率・

電波吸収特性解析 

⑤ 各作製手法による磁性木材の木材固有
の機能性についての検討。（ 研究分担
者：関野 ） 

⑥ 種磁性木材の部位と励磁方向・励磁レ

ベル・励磁周波数との関係を明らかに

することから、磁性・木質構造と磁化

現象について明確にする。 

＊ 以上、磁性木材構成パラメータおよび

各作製法により作製した磁性木材を磁気

インピーダンス特性および反射減衰量を

明確にする。これらの結果から５０ＭＨｚ

から１０ＧＨｚ帯域までの電磁波に感応

する室内用木質電波吸収用磁性木材の磁

気特性解明する。 

(2) 電波吸収用磁性木材の木質建材ボード

曲げ強度・たわみ量試験および表面粗さ

試験 

 
 
４．研究成果 
（１） 本研究では電波吸収体用磁性木材の
構成材料・構造，構成方法などの要素パラメ
ータによる磁気誘電特性および電波吸収特
性調整法について 以下の基礎的研究成果
が得られた。 

① 木質建材用としての粉体型磁性木材の

磁性粉体要素及びボード厚を変えることに

より電波吸収特性の調整効果について明ら

かにした。 さらに、粉体型磁性木材の木質

系面材ボードとしての曲げ強度、たわみ量に

ついても明らかにした。以上、木質系室内用

建材ボードとしての木質・電磁波吸収 双方

の機能性を考慮した調和技術面からも評価

できる。  

② これまで未解決事項である粉体型磁性

木材の木粉と磁性粉体 双方の複素透磁率

及び固さが著しく異なるため、プレス圧縮

により体積比率が変化する、そのため 従

来の Lichtenecker の対数混合則が適応で

きない。この問題を解決すべく粉体型磁性



 

 

木材の電波吸収特性設計手法とプレス圧

力による木粉の収縮を考慮し、さらに、複

素 透 磁 率 虚 部 に 補 正 を 施 し た

Lichtenecker の対数混合則を提案、その

適応性を明らかにした。 

以上の結果は 材料・粉体形状・構造要

素を踏まえた粉体型磁性木材の電波吸収

特性設計手法の指針となる。 

③ 電波吸収建材ボードおよび木質機能とし

ての実用性 

 本研究で試作した粉体型磁性木材を市販

のゴム系電波吸収体と比較し十分な電波吸

収性能が得られた。本研究で作製したボード

は建材に必要な曲げ強度 JIS規格に準じた必

要な曲げ強度が得られた。木粉粒径と磁性粉

粒径が近い場合、最大曲げ強度が得られた。

また，プレス圧力に対し 曲げ強度の値は比

例関係にあることが明らかになった。 

 
 

（２）住居壁面材用としての木質系磁性電波

吸収ボードの電波吸収特性調整法について、

主要調整要素を選出し、基本的設計手法を提

案し実測結果について検討を行った結果以

下の成果が得られた。 

① 第一の調整法は、2 種類の磁性粉を混合

した粉体型磁性木材の電波吸収特性の調整

手法を提案した。 

本手法は、単一磁性粉の粉体型磁性木材の材

料定数を基準材として、磁性粉混合による

粉体型磁性木材の材料定数を推定し、電波

吸収特性を調整する手法である。電波吸収

特性の中心周波数が磁性粉混合比に比例関

係であることを示した。 

この結果を踏まえて、木質固有の含水率

を考慮した磁性粉混合による粉体型磁性木

材の電波吸収特性調整法を明らかにした。  

② 第二の調整手法は、木質材の加工容易性

を活かした木材表面に平行・円柱・格子状

の溝加工を施すことにより、磁性木材の透

過特性調整法を提案・試作した。本手法は

磁性木材の材料定数を用いた透過減衰量を

算出し、さらにこれらの結果を踏まえて、

自由空間法により溝加工を施した磁性木材

の透過減衰量の実測結果をシェルクノフの

式を用いて検討した。 

以上の結果は溝加工による磁性木材の電波

吸収特性調整手法の指針となる。 

 

（３） 近年の情報家電機器の発展に伴

い、居住空間において電波吸収機能を付

与した木質系建材としての開発が期待

されている。しかし、筆者等の考案試作

した磁性木材の電波吸収・木質調和機能

及び調整機能については十分解明され

てはいない。 

よって本研究では下記事項について

木質・磁性電波吸収建材ボードとしての

基盤技術について明らかにした。 

① 磁性木材用ＧＨｚ帯磁性電波吸収材

料の複合化と電波吸収性能調整手法。 

(a) 導電性材料(SUS304)を用いた建材

用積層型磁性木材の電波吸収特性 

(b) 積層型磁性木材の斜入射電波吸収

調整手法 

(c) 磁性流体を含浸した磁性木質シー

トの作製と材料定数・電波吸収特性 

② 内部構造を考慮した粉体型磁性木材

の材料定数及び電波吸収特性 

 (a)ここでは積層構造、均一分散構造、

凝集構造の粉体型磁性木材の材料

定数を測定し、電波吸収特性を算出

した。 

(b)磁性粒子間距離と材料定数の関係

を簡易設計手法の観点から分析検

討を行った 

③ FDTD法によるGHz帯磁性木材の電波



 

 

吸収特性解析(粉体型磁性木材＆塗布型

磁性木材) 

 ここではFDTD法による磁性木材の電

波吸収特性解析と実測結果との対応を

行った。 

以上の結果、FDTD 法の磁性木材電波吸収
特性解析の適応性を明らかにした。 
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